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三嶽神社拝殿床下根太修理予算書

（収入の部） （支出の部）

助成金 1,500,000 修理費 4,000,000                 

寄付金 2,500,000

合 計 4,000,000            合 計 4,000,000

三嶽神社宮司 新 山 敏 春

総代長 髙 橋 初 雄

５月から神
職が常駐し
ています。

明治の廃仏毀釈の折、廃寺となったお堂を譲り受け、
爾来修理を重ねながら維持して参りましたが、この度拝殿
床下の根太部分にに大きな痛みがあることが確認されまし
た。そのため床がきしみ、祭儀や神楽（権現舞）への影響
が懸念されます。

ご承知の通り三嶽神社の拝殿は、「花巻城下における寺
院建築の代表的なものであり、当時の建築様式や技巧、さ
らに寺社信仰の様子を知る上で貴重である」として、昭和
３７年に市の有形文化財に指定されており、これは後世に
守り伝えていかなければならない貴重な財産と申せます。

これらのことから拝殿床下根太の修理は「待ったなし」
の状況ですが、毎年氏子各位からご協力いただいておりま
す負担金（前期・後期各1,000円）では、ほぼ年間の祭儀
を含む諸行事関係費用しか賄うことができず、大々的な建
物修理や境内整備費用として充当するための積み立てはで
きておりません。

そのため、役員会及び総代会で審議し、修理費用の一部
は市の補助金（拝殿が市の文化財に指定されているため）
を充当しつつも、その余は基本的には氏子各位及び近隣業
者からの寄附によって賄い、更に寄附金が予定額に達しな
かった場合は金融機関からの借入も已むなしとの結論に達
しました。

つきましては、氏子各位には出費ご多端のところ大変恐
縮に存じますが、何卒事情ご賢察いただき、拝殿床下修理
費用へのご協力に、ご理解ご協力を賜りますようお願いを
申し上げます。

尚、今後各行政区へ説明の上ご理解を賜って参りますと
ともに、回覧等で正式にご依頼申し上げたく、何卒ご承知
置き願います。

「
節
句
」
に
つ
い
て三

嶽
神
社
宮
司
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山

敏

春

節
句
は
「節
供
」と
書
き
、
年
間
の
節
目
に
あ
た
る
日
の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

も
と
も
と
節
供

と
は
、
宮
中
で
一
年
間
の
節
目
の
日
に
天
皇
に
供
さ
れ
た
食
事
を
意
味
し
、
後
に
こ
の
晴
れ
の
食

事
を
供
す
日
を
節
供
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
縁
起
の
よ
い
奇
数
の
重
な
る
五
節
供
（
人
日
、
上
巳
、
端
午
、
七
夕
、
重
陽
）
は

江
戸
幕
府
が
公
的
な
行
事
・祝
日
と
し
て
定
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
日
（じ
ん
じ
つ
）の
節
句-

七
草
の
祝-

（一
月
七
日
）

七
草
粥
で
お
馴
染
み
で
す
が
、
古
く
中
国
で
は
正
月
七
日
に
人
を
占
った
こ
と
か
ら
人
日
の
節

句
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
七
草
粥
に
は
、
冬
を
乗
り
越
え
て
芽
を
出
す
若
葉
の
力
強
さ
を
わ
け

て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

上
巳
（じ
ょ
う
し
）の
節
句-

雛
祭
り-

（三
月
三
日
）

三
月
初
め
の
巳
（み
）の
日
を
上
巳
と
い
い
、
も
と
も
と
は
人
の
形
に
紙
を
切
り
抜
い
た
「ひ
と
が

た
」で
体
を
な
で
て
、
穢
れ
を
落
と
し
、
海
や
川
に
流
す
祓
（は
ら
え
）の
行
事
で
し
た
。
そ
の
「ひ

と
が
た
」が
次
第
に
豪
華
に
な
り
、
現
在
の
雛
人
形
に
な
った
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

端
午
（た
ん
ご
）の
節
句-

子
供
の
日-

（五
月
五
日
）

端
午
と
は
月
初
め
の
午
（う
ま
）の
日
を
指
し
ま
し
た
が
、
五
月
五
日
を
端
午
の
節
句
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
魔
除
け
の
た
め
に
お
供
え
す
る
菖
蒲
の
花
と
尚
武
（し
ょ
う
ぶ
）を
か
け
て

武
者
人
形
を
飾
り
、
次
第
に
男
の
子
の
節
句
と
し
て
広
ま
った
よ
う
で
す
。

七
夕
（し
ち
せ
き
）の
節
句-

七
夕
ま
つ
り-

（七
月
七
日
）

古
く
は
、
御
霊
（み
た
ま
）の
衣
服
を
織
り
、
棚
に
供
え
、
穢
れ
を
祓
う
行
事
で
し
た
。
そ
こ
に

中
国
か
ら
星
ま
つ
り
と
手
芸
や
裁
縫
の
上
達
を
願
う
ま
つ
り
の
風
習
が
入
って
き
て
、
現
在
の
笹

竹
に
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を
結
び
つ
け
て
祈
る
行
事
へ
と
変
化
し
て
い
った
よ
う
で
す
。

重
陽
（ち
ょ
う
よ
う
）の
節
句-

菊
ま
つ
り
（九
月
九
日
）-

縁
起
の
良
い
奇
数
（
陽
数
）の
最
大
値
「
九
」
が
重
な
る
こ
と
か
ら
重
陽
と
呼
ば
れ
ま
す
。
古
く

宮
中
で
は
、
菊
の
花
び
ら
を
浮
か
べ
た
お
酒
を
い
た
だ
く
宴
が
開
か
れ
て
お
り
、
民
間
で
も
前
夜

に
菊
に
綿
を
か
ぶ
せ
、
九
日
の
朝
に
そ
の
露
で
湿
った
綿
で
体
を
拭
い
て
長
寿
を
願
った
よ
う
で

す
。
現
在
で
も
こ
の
時
期
に
は
各
地
で
菊
ま
つ
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ご
覧
戴
い
た
よ
う
に
節
句
に
込
め
ら
れ
た
「思
い
」や
「願
い
」、
或
い
は
「祓
い
」や
「魔
除
け
」に

し
て
も
、
そ
の
根
本
は
神
に
通
じ
て
い
ま
す
。

間
も
な
く
上
巳
の
節
句
（現
在
で
は
一
般
的
に
「桃
の
節
句
」と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）を
迎
え
ま

す
が
、
雛
祭
り
は
「
女
の
子
の
成
長
と
健
康
を
お
祝
い
す
る
祭
り
」で
あ
る
と
の
意
義
を
あ
ら
た

め
て
思
い
起
こ
し
て
お
祝
い
し
て
戴
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

ホームページ https://mitakejinja.com

祈年祭並びに火防祭
４月１2日（日）午前１０時から、令和８年の祈年
祭並びに火防祭が執り行われ、農作物の豊作と
火防が祈願されます。祭儀ののちは、遊子神楽
による権現舞が奉納される予定ですので、是非
境内に足をお運びください。

どんと祭斎行
去る１月１５日にどんと祭を行いました。どんと
祭は旧年中に皆さまがご加護いただいたお札
やお守りをお清めの上お焚き上げする神事で、
ご神火にあたることで一年の無病息災・家内安
全を祈願するお祭ですので、来年は是非参列し
てみて下さい。

三嶽神社の権現様。お祭りののち、遊子神楽により権現舞が奉納されます



一、花手水用お花 花巻市上根子 平賀美智子様

お誕生日に、記念の御朱印はいかがですか？

厄
除
祈
願
の
ご
案
内

『
厄
年
』
や
『
八
方
塞
』
の
年
回
り
は
災
い
が
生

じ
や
す
い
と
か
、
い
い
こ
と
な
ん
て
何
も
な
い
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
年
回
り
で
も
、
１
年
は
１
年
。
な
ら
ば

自
分
が
望
ま
な
い
事
象
に
よ
り
下
を
向
い
て
し
ま

う
よ
り
、
お
祓
い
を
受
け
て
、
厄
を
払
い
、
大
神

さ
ま
の
ご
加
護
を
い
た
だ
い
て
前
向
き
に
過
ご
さ

れ
る
ほ
う
が
賢
明
で
す
。

令
和
８
年
と
い
う
年
が
充
実
し
た
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
三
嶽
神
社
で
は
、
誠
心
誠
意
心
を
込
め

て
ご
奉
仕
し
、
祈
願
者
の
願
い
事
を
大
神
さ
ま
に

お
届
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
お
祓
い
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

厄
除
祈
願
（
厄
払
い
・
八
方
除
け
祈
願
）
は
、
皆

さ
ま
の
鎭
守
さ
ま
で
あ
る
三
嶽
神
社
で
受
け
ら
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

祈
祷
申
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
務
所
に
お

越
し
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合

わ
せ
フ
ォ
ー
ム
、
ま
た
は
０
９
０-

８
７
８
８-

５

５
３
０
（
担
当

新
山
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

お誕生日記念の御朱印頒布しま
す！

三嶽神社では、皆さまの誕生日をお祝いする記念御
朱印を頒布しています。ご自身の誕生日はもちろん、
ご家族やお仲間の誕生日に記念御朱印を贈ってみま
せんか。

誕生日当日でなくとも、お気軽にお申し出下さい。

（日付は誕生日を記載いたします）

奉 納 御 礼

間もなく桜の季節がやっ
てきます。今年も夜桜を
お楽しみいただけるよう、
開花後にライトアップを
行いますので、是非ご覧
ください

裏面：汎用パターン

出張祭典とは、自宅や会社、建設地等へ神職が直接お伺いし、その場所でご祈祷を
ご奉仕することです。
ご家庭にありましては、地鎮祭や神棚の清祓い、井戸埋めなど、企業・店舗では、

商売繁盛や作業安全、会社の記念日（創業・新年度・入社式）など、大神さまにお伝
え申上げたいご祈願の内容を祝詞の中で奏上致します。
三嶽神社では、祭壇やお供え物（米や酒、魚など）を神社から持参し、祭典の準備

も基本的に神職が行いますので、祈願者様は、祭典がはじまるまで心静かにお待ちい
ただいて構いません。
（神職の送迎は基本的に不要です。また地鎮祭の場合、祈願者様又は施工者様に砂や
テントをご準備いただくことがございます。）
出張祭典のお申込み・ご相談は、お気軽に三嶽神社までご連絡願います。

出 張 祭 典 の ご 案 内

今年も!!

桜のライトアッ
プを行います

季 節 の ご 朱 印

ご好評をいただいております「季節のご朱印」。３月は新緑、
４月はチューリップです。

日本の文化や伝統行事をあしらった、季節を感じられるご朱印
ですので、参拝の際に是非拝受をお申し出下さい。 ３月 ４月

齋
藤
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

開
院
八
周
年
特
別
祈
願

二
月
五
日
、
齋
藤
整
形
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
様
の
開
院
八
周
年

特
別
祈
願
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
齋
藤
院
長
を
は
じ
め

職
員
の
方
々
が
参
列
し
、
祝
詞

を
奏
上
し
た
の
ち
、
院
長
が
玉

串
を
捧
げ
て
、
通
院
さ
れ
て
い

る
方
々
の
早
期
回
復
や
職
員
の

身
体
健
康
な
ど
を
祈
願
さ
れ
ま

し
た
。

齋
藤
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

様
の
開
院
八
周
年
を
心
よ
り
お

祝
い
申
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

益
々
の
発
展
を
お
祈
り
申
上
げ

ま
す
。

一般住宅
地鎮祭

農家さんの味方
新年祈祷

開運招福

斎藤整形外科クリ
ニック開院９周年
祈願
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